
　
佐
賀
県
内
の
障
害
者
雇
用

率
は
２
・

％
と
、
山
口
、

福
井
、
奈
良
の
各
県
に
次
い

で
全
国
４
位

２
０
１
２
年

６
月
時
点

。
法
定
雇
用
率

達
成
企
業
は

・
４
％
と
全

国
１
位

同

だ
。
県
健
康

福
祉
本
部
に
置
い
た
就
労
支

援
室
が
、
企
業
や
福
祉
施
設

な
ど
と
連
携
し
て
支
援
に
あ

た
る
。
あ
え
て
雇
用
労
働
部

門
と
切
り
離
す
こ
と
で
、
企

業
と
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
雇
用
面
で
は

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
」
と

し
て
、
国
と
の
一
元
的
な
活

動
を
通
じ
て
若
年
者
の
就
労

支
援
強
化
な
ど
に
効
果
を
生

ん
で
い
る
。
ま
た
県
の
職
業

訓
練
校
で
あ
る
産
業
技
術
学

院
は
、

年
４
月
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
大
幅
再
編
。
産
業

の
現
場
へ
の
即
戦
力
人
材
の

育
成
を
強
化
し
た
。

人
材
育
成
と
障
害
者
雇
用

企業ニーズを反映

産業現場のニー
ズに沿った人材
を育成（県立産
業技術学院）

新産業集積エリア（武雄）

進
む
用
地
整
備
手
厚
い
補
助
制
度
も

　
佐
賀
県
は
２
０
１
３
年

度
、
製
造
・
物
流
業
の
投
資

に
対
す
る
立
地
促
進
奨
励
金

の
限
度
額
を
、
従
来
の

億

円
か
ら

億
円
に
引
き
上
げ

た
。
ま
た
人
数
の
上
限
な
く

支
給
さ
れ
る
１
人
あ
た
り
最

大
１
０
０
万
円
の
雇
用
促
進

奨
励
金
は
、
地
場
で
の
雇
用

に
限
ら
ず
配
置
転
換
に
よ
る

県
外
か
ら
の
転
入
者
も
対
象

に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
補
助

制
度
で
は
、
補
助
金
と
選
択

性
で
県
の
特
区
制
度
も
活
用

可
能
。
特
定
地
域
へ
の
立
地

に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
免

除
と
、
法
人
事
業
税
を
立
地

５
年
間
の
全
額
免
除
、
続
く

５
年
間
を
半
額
免
除
と
す
る

制
度
も
あ
る
。
加
え
て
立
地

す
る
各
市
町
の
補
助
制
度
も

あ
わ
せ
て
利
用
で
き
る
。

　
新
産
業
集
積
エ
リ
ア
は
、

自
動
車
や
食
品
・
医
薬
品
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
成
長
分

野
の
立
地
を
狙
っ
て
分
譲
・

造
成
を
進
め
て
い
る
。
現
在

は
「
唐
津

第
１
期

」

・
０

、
「
武
雄

武
雄
北

方
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

」

・
４

を
分
譲
中
。
い
ず

れ
も
高
速
道
路
を
通
じ
た
ア

ク
セ
ス
を
利
点
に
掲
げ
る
。

今
後
は
有
田
と
鳥
栖
、
唐
津

第
２
期

の
造
成
を
計

画
。
全
エ
リ
ア
で

以
上

の
用
地
確
保
を
目
指
す
。
こ

の
ほ
か
県
内
各
地
に
工
業
用

地
や
工
場
適
地
が
あ
る
。

　
ま
た
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
な

ど
業
務
系
企
業
の
誘
致
も
積

極
化
。
２
０
１
２
年
度
は
Ｓ

Ｂ
Ｉ
損
害
保
険

東
京
都
港

区

、
ヤ
マ
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス

同
中
央

区

な
ど
４
社
が
進
出
。

年
度
は
企
業
立
地
課
に
オ
フ

ィ
ス
物
件
の
調
査
担
当
者
を

増
員
し
、
立
地
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
。
業
務
系
企
業

に
対
し
て
は
、
オ
フ
ィ
ス
賃

料
も
立
地
奨
励
金
の
対
象
と

な
る
。

　
加
え
て
佐
賀
県
は
過
去
５

年
間
に
震
度
４
以
上
の
地
震

が
な
く
、
地
震
発
生
回
数
で

も
東
京
都
と
の
比
較
で

分

の
１
。
内
閣
府
に
よ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
で
も
想
定
津
波
高
は
ゼ

ロ
、
死
者
も
ゼ
ロ
な
ど
近
隣

地
域
と
比
較
し
て
も
被
害
予

想
が
低
か
っ
た
。

　
佐
賀
県
が
企
業
誘
致
活
動

を
積
極
化
し
て
い
る
。
企
業

誘
致
本
部
を
強
化
。
地
震
や

津
波
の
少
な
さ
を
強
み
に
、

企
業
の
リ
ス
ク
回
避
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
む
狙
い
だ
。
さ
ら

に
２
０
１
６
年
度
に
向
け

て
、
中
―
大
型
工
業
用
地

「
新
産
業
集
積
エ
リ
ア
」
の

整
備
を
加
速
す
る
。
古
川
康

知
事
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

佐
賀
県
の
企
業
誘
致
戦
略
と

産
業
動
向
を
見
て
い
く
。

日
本
の
成
長
を
リ
ー
ド
す
る

企業誘致積極化の狙い古川康知事に聞く

「
南
海
ト
ラ
フ
」
想
定
津
波
高
ゼ
ロ
低
い
地
震
リ
ス
ク

　
―
佐
賀
に
目
を
向
け
て
も
ら

う
た
め
の
、
立
地
メ
リ
ッ
ト
と

は
何
で
す
か
。

　
「
ダ
ン
ト
ツ
で
一
番
反
応
が

大
き
い
の
が
、
地
震
発
生
件
数

が
全
国
一
少
な
い
こ
と
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
も
想
定
津

波
高
は
ゼ
ロ
だ
」

　
―
地
震
の
被
害
予
想
が
大
き

い
エ
リ
ア
に
集
中
的
に
営
業
を

か
け
て
い
ま
す
。
今
の
瞬
間
に

取
り
込
む
べ
き
部
分
と
い
う
こ

と
で
す
か
。

　
「
ま
さ
に
そ
う
だ
。
企
業
の

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
動
き
は
出
て

い
る
。
そ
の
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
。
動
き
が
無
く
て
も
攻
め

て
い
く
。

知
ら
な
い
本
は
読

み
よ
う
が
な
い

よ
う
に
、
情

報
が
な
い
所
は
検
討
も
し
て
も

ら
え
な
い
。
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は

動
く
、
拡
げ

る
、
つ
か
ま
え
る

だ
」

　
―
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う

な
業
務
系
企
業
の
誘
致
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
に
密
着
し
や
す
い
小

さ
な
企
業
を
各
地
に
立
地
さ
せ

て
雇
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

も
大
事
だ
。
オ
フ
ィ
ス
系
の
仕

事
は
ま
す
ま
す
増
え
る
だ
ろ

う
。
人
材
育
成
と
立
地
場
所
の

創
出
を
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
街
な
か
は
疲
弊
し
て
い
る

が
、
働
き
場
を
作
り
出
す
こ
と

で
人
は
戻
る
。
耐
震
建
築
の
規

制
強
化
を
生
か
し
て
、
古
い
ビ

ル
を
集
め
た
業
務
系
を
集
積
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
れ
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
入
居
の
半
分

は
県
が
保
証
、
あ
と
半
分
だ
け

民
間
が
入
り
、
ペ
イ
で
き
れ

ば
、
ビ
ル
を
つ
く
る
企
業
も
出

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た

実
験
を
佐
賀
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
」

　
―
人
材
面
で
優
位
性
は
あ
り

ま
す
か
。

　
「
魅
力
が
二
つ
あ
る
。
一
つ

が
離
職
率
の
低
さ
。
定
着
率
が

高
く
、
特
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

系
企
業
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
。

県
内
ど
の
地
域
で
も
、
東
京
と

比
べ
る
と
離
職
者
が
す
ご
く
少

な
い
。
も
う
ひ
と
つ
が
障
害
者

雇
用
率
が
高
い
こ
と
。
全
国
で

４
番
目
、
九
州
で
は
も
ち
ろ
ん

１
番
だ
。
つ
ま
り
き
ち
ん
と
働

い
て
い
た
だ
け
る
障
害
者
を
確

保
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
雇
用

率
達
成
は
社
会
に
対
す
る
企
業

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。
社
会

的
責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
企

業
に
は
大
き
な
関
心
事
だ
。
我

々
は
十
分
に
応
え
ら
れ
る
」

　
―
製
造
業
の
人
材
や
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
確
保
に
対
し
て
は

ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
大
手
の
車
関
係
、
た
と
え

ば
小
糸
九
州

佐
賀
市

の
よ

う
な
企
業
は
、
コ
ス
ト
・
精
度

・
納
期
い
ず
れ
も
要
求
は
厳
し

い
。
た
だ
厳
し
い
要
求
に
よ
り

地
場
企
業
も
成
長
し
て
い
る
。

ま
た
核
と
な
る
企
業
の
立
地
を

き
っ
か
け
に
、
い
く
つ
も
の
素

晴
ら
し
い
関
連
企
業
に
来
て
い

た
だ
き
、
質
が
上
が
っ
た
。
佐

賀
県
の
強
み
は
流
通
の
良
さ

で
、
九
州
各
地
か
ら
納
入
が
十

分
に
可
能
。
だ
が
県
内
で
の
取

引
が
地
域
の
底
上
げ
に
つ
な
が

る
。
立
地
時
に
は
必
ず
商
談
会

を
開
き
、
納
入
の
可
能
性
を
検

討
す
る
。
地
場
企
業
に
は
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
で
成
長
し

て
ほ
し
い
」

　
―
隣
県
と
競
争
は
厳
し
い
の

で
は
。

　
「
自
動
車
関
連
や
製
造
業
に

関
し
て
言
え
ば
、
北
部
九
州
に

は
類
を
見
な
い
集
積
が
あ
り
、

た
い
て
い
は
地
域
内
で
ま
か
な

え
る
。
加
え
て
佐
賀
県
立
九
州

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
研
究
セ
ン

タ
ー

鳥
栖
市

の
よ
う
な
、

最
先
端
研
究
が
で
き
る
環
境
も

あ
る
。
九
州
は
県
境
を
越
え

て
、
さ
ま
ざ
な
取
り
組
み
や
情

報
が
自
然
に
流
通
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
佐
賀
県
だ
け
で
閉
じ

て
い
な
い
。
九
州
全
体
の
資
源

を
生
か
し
た
立
地
が
可
能
に
な

る
。
そ
の
こ
と
自
体
が
強
み

だ
」

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
―
２
０
１
３
年
度
は
本
部
長

級
の
企
業
立
地
統
括
監
を
設
け

る
な
ど
、
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
こ

年
ぶ
り
の
チ
ャ
ン

ス
だ
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
決
ま
り
、
企
業
は

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
を

追
求
し
始
め
る
だ
ろ
う
。
招
致

決
定
は

失
わ
れ
た

年

と

い
う
言
葉
に
別
れ
を
告
げ
る
意

味
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
統

括
監
設
置
は
そ
の
萌
芽
が
見
え

ほ
う
が

て
き
て
い
た
し
、
企
業
誘
致
活

動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
ス
ピ
ー

ド
を
可
能
に
す
る
た
め
だ
。
佐

賀
県
の
企
業
誘
致
の
歴
史
が
今

年
始
ま
っ
た
と
い
う
気
持
ち

で
、
現
実
に
大
き
な
成
果
と
芽

が
出
て
い
る
」

　
―
誘
致
の
制
度
面
で
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
「
進
出
企
業
が
関
連
企
業
を

佐
賀
い
い
か
ら
、
あ
ん
た
ん

と
こ
も
お
い
で
よ

と
い
う
感

じ
で
、
呼
ん
で
頂
い
た
例
が
い

く
つ
も
あ
る
。
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ

誘
致
企
業
永
続
支

援
員

制
度
は
、
企
業
立
地
課

で
立
地
に
関
わ
っ
た
人
間
が
ど

の
本
部
で
仕
事
を
し
て
い
よ
う

と
、
企
業
と
キ
ー
プ
イ
ン
タ

ッ
チ
の
状
態
を
続
け
る
も
の
。

お
叱
り
も
新
し
い
話
も
頂
戴
す

る
だ
ろ
う
が
、
人
対
人
の
信
頼

関
係
が
あ
る
た
め
で
き
る
話
が

あ
る
。
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
き
っ

ち
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
意
味

で
も
、
他
県
が
追
随
で
き
な

い
。
立
地
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
始
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
る
」

　
―
新
産
業
集
積
エ
リ
ア
に

は
、
ど
う
誘
致
し
ま
す
か
。

　
「
具
体
的
な
話
が
来
て
い

る
。
佐
賀
県
は
地
理
的
に
、
九

州
の
流
通
を
考
え
る
際
の
キ
ー

に
な
る
。
九
州
全
体
で
は
県
東

部
の
鳥
栖
が
、
福
岡
・
佐
賀
・

長
崎
の
、
西
九
州
エ
リ
ア
で
は

県
西
部
の
武
雄
が
流
通
の
ク
ロ

ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
の
立

地
を
生
か
し
た
誘
致
が
で
き
そ

う
だ
。
加
え
て
新
し
い
分
野
の

芽
も
出
て
い
る
」

　
―
芽
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
で
す
か
。

　
「
北
部
の
唐
津
地
域
で
、
化

粧
品
産
業
の
集
積
を
目
指
す

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想

が

あ
る
。
そ
れ
に
は
新
産
業
集
積

エ
リ
ア
が
力
を
発
揮
す
る
。
オ

ラ
ン
ド
仏
大
統
領
が
来
日
時

に
、
安
倍
首
相
と
鳥
栖
の
九
州

国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン

タ
ー

サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト

の

話
を
さ
れ
た
。
ま
た
仏
の
ブ
ラ

ン
ド
力
と
日
本
の
技
術
力
を
組

み
合
わ
せ
て
、
新
興
国
に
売
っ

て
い
く
一
定
の
合
意
も
さ
れ

た
。
ま
さ
に
我
々
の
コ
ス
メ
構

想
と
同
じ
。
企
業
誘
致
は
地
方

の
低
コ
ス
ト
を
生
か
し
た
賃
加

工
で
な
く
、
わ
が
国
の
成
長
を

リ
ー
ド
す
る
部
分
に
位
置
付
け

る
べ
き
時
代
に
な
っ
た
。
新
し

い
切
り
口
で
誘
致
を
目
指
す
」

　
―
製
造
業
支
援
で
賃
貸
工
場

を
建
て
る
考
え
は
。

　
「
や
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
れ

ば
や
る
。
円
の
状
況
も
変
わ
っ

た
。
高
付
加
価
値
の
モ
ノ
を
つ

く
る
た
め
、
再
び
国
内
で
の
技

術
移
転
が
出
て
く
る
と
思
う
。

技
術
を
持
つ
が
資
金
力
が
な
い

中
小
企
業
に
、
気
軽
に
ど
う
ぞ

と
い
え
る
環
境
も
求
め
ら
れ

る
。
お
客
さ
ま
で
あ
る
企
業
の

希
望
に
極
力
応
え
た
い
。
制
度

が
先
に
あ
っ
て
適
応
さ
せ
る
と

い
う
よ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

だ
と
思
っ
て
い
る
。
瞬
間
的
に

何
を
売
り
、
何
を
買
う
か
で
成

立
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
業

種
や
時
期
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
場

所
に
よ
り
支
援
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
。
企
業
立
地
は
一
物
一
価
に

あ
ら
ず
、
相
対
で
成
立
す
る
、

あ
い
た
い

と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
る
」

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ９月３０日 月曜日 　　


